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	新入・若手社員を辞めさせないための定着率アップセミナー（経営幹部・経営者向け）






	

	日時
	２０１8年６月21日（木）１3：００ ～ １７：００

	

	会場
	大阪商工会議所 北支部（南森町・大阪天満宮）

	

	
	

	受講料
	会員１６，４６０円　非会員・特商２４，６９０円
（お一人様あたり。テキスト消費税込）

	
	

	講
師
	㈲フューチャサポート
　代表取締役　水野秀則氏
1962年大阪府出身。㈱タナベ経営で経営者や経営幹部対象にコンサルティングに携わる。『経営はバランス』という想いのもと、会社内の機能別の部門最適にとらわれないバランスを重視した支援実績を重ねる。1999年独立。主に、経営者、経営幹部を対象に、企業経営全般・人材採用・人材育成・リーダーシップ・事業承継・後継者支援などを中心にコンサルティングと講演をてがけている。産業カウンセラー、CDA（キャリア・デベロップメント・アドバイザー）、メンタルヘルス・マネジメント検定１種。


　　　　　　　　　　　　　　　申込方法・注意事項・お問合せ　　　　　　　　　　　　　　　　
①下記欄にご記入のうえFAXでお申し込み下さい。申込み後３営業日以内に受付確認のご連絡を、開講１週間前に受講票を原則メールでお送りします。受付の確認や受講票が届かない場合は下記までご連絡下さい。
②受講料は下記に開講２営業日前迄にお振込み下さい。左記を過ぎてのキャンセルは受講料の返金はいたしかねます。
	りそな銀行大阪営業部 当座 ０８０８７２６
三菱ＵＦＪ銀行瓦町支店 当座 ０１０５２５１

三井住友銀行船場支店 当座 ０２１０７６４
	・口座名 大阪商工会議所  ｵｵｻｶｼｮｳｺｳｶｲｷﾞｼｮ 
・ご依頼人番号　９０８０１０００００ の１０桁と貴社名をご入力下さい。

・振込手数料は貴社にてご負担下さい。左記銀行と埼玉りそな銀行のATMからのお振込は手数料不要。


③講師業・士業・コンサルタント業等、講座の進行を妨げたり他の受講者の迷惑となる行為がある(あった)方、反社会的団体の構成員と認められる方は、受講をお断りします。
④ご記入頂いた情報は大阪商工会議所からの各種連絡･情報提供のために利用するほか講師に参加者名簿として配布します。
◎主催・お問合せ：大阪商工会議所　研修担当　TEL：０６－６９４４－６４２１　FAX：０６－６９４４－５１８８

受講申込書　この用紙のまま　06-6944-5188　にFAXしてください
	会社名
	%1%
	会員番号
	%7%

	所在地
	〒
	業　種
	

	
	
	従業員数
	人

	フリガナ
受講者名
	
	年齢
	　　　歳
	性別
	男・女
	所属部署･役職
	

	
	
	受講者メルアド
	

	連絡担当者名
	
	連絡担当者所属部署･役職
	

	連絡担当者メルアド
	
	TEL
	
	FAX
	

	受講料
	人分　　　　　　　円を　　　月　　　日　　　　　　　　　　銀行へ振込予定

	受講票について
	□受講票は連絡担当者気付けでメール希望　□受講票は受講者本人宛でメール希望　□受講票はFAXで送信希望


Thanks Ticket対象講座





採用が困難化する一方で、バブル期採用世代・団塊ジュニア世代は退職･昇進を迎え、現場で活躍する若手･中堅社員の存在は益々貴重となりつつあります。転職への心理的障壁も下がっています。


こうした中、苦労して採用し教育した若手がすぐ辞めてしまうことは、経営資源のロスであり、


残された社員の負担･ストレス増にも直結します。


本講座では、経営者や経営幹部を対象に「表層の歯止め策」でなく、「採れない･育たない」を含めた人事トータルの革新につながる手法について、対話形式で考えます。評価制度や研修制度の改善手法、「働き方改革」とどう結びつけるか、他社事例なども紹介します。





プログラム





１．労働力人口激減からくる、中小企業の人事方針へのｲﾝﾊﾟｸﾄ


　・中小企業の雇用状況と人手不足の状況


　・「採れない」「育たない」「定着しない」の本質は？


　・業績直結の人財不足を埋める３つの方向性：最後に「ト」がつく3つのキーワード





２．「働き方改革」を追い風にする前提となる人事スタンス


　・「働き方改革」の捉え方が結果を出している企業はここが違う


　・中小企業で「働き方改革」を追い風にする３つの着眼





３．新入・若手社員の定着対策のレベル判定は、ズバリ新卒採用の向き合い方


　・「わが社に新卒は来ない」⇒「？」


　・「人事部専属がいない・間接部門は手一杯」⇒「？」


　・「応募が少ない」⇒「？」


　・「いい人が来ない」⇒「？」





４．価値観の多様化が進む中、若手を即戦力人財にした会社の事例


　・事例１　メーカーA社から何を学ぶか


　・事例２　建設子事業B社から何を取り入れるか


　・事例３（卸・小売り）ｻｰﾋﾞｽ業C社から何を仕組みにするか





５．離職率が高かった会社はBefore⇔Afterで何が変わったか


　・今の若者世代に響く、人事（採用・育成）方針で強調する内容


　・予算を掛けずに中小企業だからこそできる５つの具体的手法


　





概　　要








